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簡単な微分方程式（求積法）

（59）次の微分方程式を解け・

（1）y′＝鞘2　（2）y′＝〇叶y　（3）ェy′＋y＝y2

（60）次の微分方程式を解け・

（1）y′＝竺＋旦（2）吋＝針logy－ylogg
y　　エ

（61）次の微分方程式を解け・

（1）打三y＝ヱ2（2）y′‘＝e2ェーyeJ

（3）y′＋ycosご＝SinヱCOS〇　（4）2yy′＝〇一一y2

2006

梱＝崇（ただしェ≠1）とする・
（1）J（可のれ次導関数を求めよ・

（2）区間【0，可（ただし0＜エ＜1）においてJ（ェ‖こマクローリンの定理を適用せよ．た

だし剰余項私はれ次とし，昂1も求めよ．

問題2（αれ）を数列とする．（αれ）がコーシー列であるとは，「∀ど＞0，］Ⅳ∈N，m≧Ⅳ，れ≧

Ⅳ⇒lαm－αnl＜ど」が成り立つことである・

（1）（αれ）が収束することの定義を6－〃論法を用いて述べよ．

（2）（αれ）が収束するならばコーシー列であることを示せ．

（3）（αれ）がコーシー列ならば収束することを示せ・

問題3

（1）αを正定数とする・極座標によりγ＝α（1＋cosβ），0≦β≦2打，で表される平面内
の曲線の概形を描け．

（2）（1）の曲線の長さを求めよ．

問題4J回をR上定義された関数とする．実数r（≠0）が拍＋r）＝拍）▲一をすべての

諾∈Rについでみたすとき，rをJ（可の1つの周期といい，羊のとき拍）を周期関数と
いう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

（1）拍）がェ＝αで連続であることの定義を仁一J論法を甲いて述べよ・

（2）J（可は周期関数とする．拍）の正の周期のうちで最小のもの（孤とする）が存在す

れば7他の周期は孤の整数倍になることを示せ．

（3）f（可が定数ではない連続な周期関数ならば，正の周期のうちで最小のものが存在す
ることを示せ．

試験範圃：教科書1～3章，ただし§3．5広義積分は除く．


